


今年､本学は創立以来1 30年になりました｡これを機に､本学と近代日本書道との関係の深さに二松学舎大学創立 130周年記念展示

もそも､本学創立者三島中洲と近代日本香道の基礎を築いた日下部鳴鶴との緑が深く､以来､ 注臼し､関係者の作品を展示します｡そ

天来門から出た上田桑鳩など､近代日本f L道の大きな流れを作った人材が本学で学んでいます｡又､｢t‥ 鳴鶴門から出た比田井天来､国漠の

の縁で渋沢栄一､犬養木堂､長尾両山､夏目軟石ら､国文学､和歌との緑で､落合直文､尾上柴舟二松学舎｣と言われるように､漢詩文と

ど､本学と深く関わっています｡これらの人を含めて､今回､以下の人々の らが入学したり､教鞭を執ったりするな

【書跡展示者名】 田方谷 (●山 三島中洲の師､ 作品を展示します｡
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●●三島中洲 (a口下部鳴鶴 (本学創立者､天保元年生)家､近代R本部I:

●渋沢栄一 (実業家､論 壇形成の代表的人物､六朝古道を普及)

●犬養木堂 (内側総理大臣語等に精通､ -.松学舎経営に尽力)

●落合直文 ( 文学者､ ､中洲と親交あり､匡卜 歌人､ 鞍に深い造詣あり)

●長尾雨L l｣(帯 本学に入学､のち国文科講師を勤めた)
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●黒木欽堂(漢文学､､杏両の造形に深い文人､脊苑｣を 1｢ 行､り: 本学に入学本学に入学 -
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●●夏日淑石 (比IIけト 小説家､家､天来 (哲 本学に入学) )鳴鶴
荷
車
ネ攻

滋

専

･C●) 歌ノし仮名の4L に学ぶ､の研究と晋作､本学に入学､右上柴舟 ( ; 凶 帝国芸術院会員) .T

言
=
*
･Y
rIて隻 

●m代秋鶴 ( a道教

●鈴木翠軒( : 海低に学ぶ､BL家､本学に入学､育者､嶋鶴･第4 本学に入学)

L: 文科講師を勤めた､帝匡卜芸術院会員)
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IA●石橋犀水 (古道教育者､鳴 期国定教科替筆者､日本芸術院会L j)

●金子清超 (漢 鶴･天来の流れを汲む､本学名誉教授)

JtL

●上山 詩と琶道の教育に尽力､本学名誉教授) 三島中洲書 木堂書犬養

桑鳩 ((軒家､､天来に師部､本学に入学)●山田正平 文人 某刻等､本学に入学) 
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15分 

は
､

笑象路地緑史潅水濯出

臥モ鼻親為泉政宗え楚8月避ヘ音膏･官度-%=.

､

薄工工

で 草え千叫 ちル掃養盲 ト宣言患堂上甘 
田井天来書 比

上田桑鳩書 

□交通のご案内●書跡のほか 三島中洲の遺稿

○地下鉄東西線･半蔵門き針新宿輸｢九

館午後33時 

･会場二松学学学舎大大資料展示展示室及び階コーーナ

l

日下部鳴鶴書

田代秋鴇書

OJR徒歩｢｢市ヶ谷｣｣頓田確駅下車､
段下｣駅下車
､
2番出口より徒歩8分印･印譜･関係者の著 ･

平成月月199119〜年日日日日20

9-

展示します｡ 書等を
山田正平纂刻

(EJ)曜･祝は休館

(･
期間
･開館時時時間午午前後4入)0分まで

〒11102-833666

･観覧料料無

l二松学学舎大区三番町束京都千代任 
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